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［
河
北
家
資
料
（
第
６
次
）］

中
央
に
筑
後
一
の
宮
高
良
神
社
を
配

し
、
そ
の
奥
か
ら
手
前
に
筑
後
川
が
弧
を

描
き
、
画
面
右
の
有
明
海
へ
注
ぎ
ま
す
。

画
面
左
に
は
博
多
湾
、
そ
の
向
こ
う
の
水

平
線
は
唐
津
と
下
関
の
間
に
引
か
れ
て
い

ま
す
。
陸
上
に
は
鉄
道
網
が
朱
や
黒
の
線

で
表
さ
れ
、
福
岡
・
久
留
米
・
大お

お
牟む

た田
の

３
都
市
を
繋
い
で
い
ま
す
。

昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
７
月
、福
岡・

久
留
米
・
大
牟
田
３
市
は
「
九
鉄
と
緊
密

に
結
ん
で
地
方
発
展
の
一
助
」
と
す
る
た

め
、
こ
の
観
光
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
し
ま
し
た
。
こ
の
月
、「
九
鉄
」
こ
と

九
州
鉄
道
株
式
会
社
（
現
在
の
西
日
本
鉄

道
）
の
急
行
電
車
が
福
岡
か
ら
大
牟
田
駅

ま
で
全
通
し
た
ば
か
り
で
し
た
。

鳥ち
ょ
う
か
ん
ず

瞰
図
の
作
者
は
「
大
正
広
重
」
と
呼

ば
れ
た
吉よ

し
だ田
初は

つ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
の
高こ

う
て
い弟
・
前ま

え
だ田
虹こ

う
え
い映

（
１
８
９
７
～
１
９
４
５
）
で
す
。
色
鮮

や
か
に
描
か
れ
た
パ
ノ
ラ
マ
地
図
は
、
都

市
発
展
の
高
揚
感
を
映
し
、
人
々
の
旅
情

を
誘
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

収蔵館ニュース
K　U　R　U　M　E　　C　I　T　Y

拡
が
る
鉄
道
で
都
市
観
光
に
誘
う

色
鮮
や
か
な
パ
ノ
ラ
マ
地
図

上段「福岡・久留米・大牟田三都観光図繪」
下段左「福岡・久留米・大牟田三都観光図繪」（部分・久留米市付近）　右「福岡・久留米・大牟田三都観光図繪」（表紙）

・ 守り、 伝える

・ 活かし、 伝える

・ トピックス

「150 年以上前に描かれた筑後川の治水計画

　地元 ・北野町で初公開」

新
収
蔵
資
料
紹
介
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新
収
蔵
資
料
紹
介

横
２
０
６・８
㎝
）
で
す
。

筑
後
川
中・下
流
域
の
安あ

い

の
居
野
村
（
現・

山
川
安
居
野
）
か
ら
若わ

か
つ津

（
現
・
大
川
市

向
島
）
辺
り
ま
で
の
範
囲
を
描
き
、
本
流

か
ら
水
を
流
す
新
川
の
計
画
地
を
朱
線

で
示
し
て
い
ま
す
。
最
も
長
い
新
川
は
、

御み

い井
郡ぐ

ん

和い
ず
み泉

本も
と
む
ら村

下
（
現
・
東
合
川
町
）

か
ら
三み

づ
ま潴

郡ぐ
ん

草く
さ
ば場

村む
ら

（
現
・
三
潴
町
）
ま

で
約
６・８
㎞
に
及
び
ま
す
。

水
害
に
苦
し
む
村
々
が
要
望

１
５
０
年
以
上
前
の
治
水
事
業
計
画

［
筑
後
川
水み

ず
は
き吐

新し
ん
か
わ川

見
積
絵
図
］

本
資
料
は
、
江
戸
時
代
に
上か

み

弓ゆ

げ削
村む

ら

（
現
・
北
野
町
上
弓
削
）
の
庄
屋
を
勤
め

た
緒
方
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
筑
後
川

の
治
水
を
目
的
と
す
る
新
川
開か

い
さ
く削

計
画
を

ま
と
め
た
絵
図
１
舗ぽ

（
縦
１
５
５・２
㎝
、

筑後川水吐新川見積絵図（西を上にして撮影）。青は河川、黄色は道、緑は堤防の草木
などを示す。筑後川は、画面右下の東から西へ流れ、久留米城付近で南に向きを変える

図
の
周
り
に
は
、
新
川
の
意

義
や
、
工
事
に
必
要
な
人
数
・

賃
金
・
資
材
等
の
見
積
を
記

し
、
ま
た
新
川
沿
い
に
櫨は

ぜ
木
を

育
て
、
実
の
代だ

い
ぎ
ん銀
を
新
川
の
修

繕
費
に
当
て
る
と
い
う
維
持
管

理
策
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

内
容
か
ら
作
成
時
期
は
江
戸

時
代
後
期
と
み
ら
れ
、
水
害
に

苦
し
む
村
々
が
久
留
米
藩
に
治

水
事
業
の
実
施
を
要
望
す
る
た

め
、
具
体
的
な
計
画
案
と
し
て

作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

（
関
係
記
事
12
ペ
ー
ジ
）

  

田
主
丸
町
の
神
職
の
文
書
や
記
録

  

神
社
や
家
族
の
姿
を
伝
え
る

［
安
元
家
資
料
］

安
元
家
は
、
中
世
以
来
、
若
宮
八
幡
神

社
（
現
う
き
は
市
吉
井
町
）
に
神
職
と
し

て
務
め
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
後

期
に
田
主
丸
町
へ
移
り
、
祇
園
社
（
素す

盞さ
の

嗚お

神
社
）
や
天
満
宮
に
奉
仕
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
７
月
、
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

る
家
屋
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
そ
の
復
旧

に
際
し
本
資
料
群
が
発
見
さ
れ
、
田
主

丸
町
に
関
係
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
の
由
緒

や
祭
神
な
ど
を
記
し
た
「
神
社
明
細
帳
」

や
氏
子
総
代
会
議
事
録
、能
の
謡う

た
ほ
ん本

な
ど
、

総
数
２
０
７
点
を
数
え
ま
す
。

そ
の
一
部
で
あ
る
「
素
盞
嗚
神
社
御
昇

格
雑
書
綴つ
づ
り」

に
は
「
素
盞
嗚
神
社
寶ほ

う
も
つ物

摸

写
」
が
綴
ら
れ
、
同
町
在
住
の
彫
刻
師
伊

東
儀
左
衛
門
祐
良
・
甚
五
郎
祐
勝
制
作
の

舞
楽
面
が
、
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
寄
贈
者
の
父
一
真
氏
が
、
台
湾
の

師
範
学
校
時
代
に
父
親
へ
宛
て
た
書
簡
も

含
ま
れ
て
お
り
、
入
学
か
ら
教
員
免
許
の

取
得
、
赴
任
校
の
決
定
、
兵
営
地
で
の
出

来
事
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
。

左
の
写
真
は
、
師
範
学
校
在
学
中
に
、

授
業
料
と
小
遣
い
の
送
金
を
父
親
に
依
頼

す
る
手
紙
で
あ
り
、
送
金
後
の
領
収
証
が

貼
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
真
氏
の
86
円
の

要
望
に
対
し
て
90
円
が
送
金
さ
れ
て
お

り
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
親
心
が
伝
わ

り
ま
す
。

左上から時計回りに会議録、神社明細帳、書簡綴り、御神期
大祭記、鞍馬天狗、素盞嗚神社御昇格雑書綴

昭和 13 年から２年分の書簡が綴られている
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善
導
寺
町
勿も

っ
た
い
じ
ま

体
島
の
市い
ち

エ
ビ
ス

寄
託
か
ら
寄
贈
へ

  
久
留
米
の
伝
統
工
芸
品
と
古
文
書

  

近
現
代
の
暮
ら
し
を
今
に
伝
え
る左上から時計回りに茶櫃（赤松商店製）、ふた付湯呑み、

煙草盆（共に久籃社製）

［
西
健
一
郎
氏
収
集
資
料
（
第
７
次
）］

本
資
料
群
は
、
西
健
一
郎
氏
が
収
集
し

た
、
籃ら

ん
た
い胎

漆し
っ
き器

27
点
と
古
文
書
類
１
６
７

点
で
す
。

籃
胎
漆
器
は
、
竹
で
編
ん
だ
器
な
ど
に

漆
を
塗
り
重
ね
て
つ
く
る
、
福
岡
県
知
事

指
定
特
産
民
工
芸
品
で
す
。
今
回
寄
贈
を

受
け
た
も
の
に
は
、
近
代
か
ら
現
代
に

か
け
て
の
茶ち

ゃ

櫃び
つ

や
煙
草
盆
、
火
鉢
、
花

器
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま

す
。
籃
胎
漆
器
の
生
産
最
盛
期
を
支
え
た

赤
松
商
店
・
久
留
米
籃
胎
漆
器
合
資
会
社

（
久き

ゅ
う
ら
ん
し
ゃ

籃
社
）
の
製
品
が
含
ま
れ
て
お
り
、

籃
胎
漆
器
の
生
産
状
況
の
一
端
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
古
文
書
類
に
は
、
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
、
旧
久

留
米
藩
家
老
・
吉
田
家
に
関
す
る
も
の
、

明
治
時
代
か
ら
昭
和
戦
後
期
の
土
地
関
係

証
書
、
新
聞
・
冊
子
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

前
者
に
は
、
吉
田
氏
宛
の
領
収
書
が
含

ま
れ
ま
す
。
項
目
は
、
炭
や
本
の
ほ
か
、

診
察
料
や
田で
ん
そ租
（
田
に
か
か
る
税
金
）
な

ど
で
す
。な
か
で
も
特
に
興
味
深
い
の
は
、

明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
に
牛
肉
問
屋
が

発
行
し
た
も
の
で
、
牛
ロ
ー
ス
が
「
金
五

拾
銭
」
で
購
入
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
吉
田
家
は
日
常
的
に
こ
の
問
屋
を
利

用
し
て
い
た
よ
う
で
、
紙
面
に
「
吉
田
氏

御
用
」
の
朱
書
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
領
収
書
も
古
文
書
の
一
つ
で
、
当
時
の

人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
今
に
伝
え
る
資
料

で
す
。

［
エ
ビ
ス
座
像
］

総
高
約
30
㎝
の
石
像
で
、
も
と
は
善
導

寺
町
勿
体
島
土ど

い

の
井
ノ
下し

た
に
安
置
し
て
祀
ら

れ
、
１
月
15
日
、
５
月
20
日
、
10
月
20
日

を
祭
日
と
し
ま
し
た
。
本
像
に
は
、
昭
和

16
～
44
年
（
１
９
４
１
～
６
９
）
の
祭
日

の
記
録
１
冊
が
付
属
し
ま
す
。

そ
の
記
録
や
平
成
３
年
度
に
寄
託
を
受

け
た
際
の
聞
取
り
に
よ
る
と
、
か
つ
て
集

落
の
15
軒
が
１
年
交
代
で
、
朝
に
御
酒
・

御
飯
を
供
え
、
祭
日
に
会
食
を
し
、
牛
馬

の
売
買
等
の
商
い
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
勿
体
島
辺
り
は
古
来
よ
り
水
害

多
発
地
帯
で
、
関
係
書
類
の
多
く
も
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
本
像

に
は
伝
承
が
伴
い
、
集
落
の
エ
ビ
ス
信
仰

を
伝
え
て
い
ま
す
。

エビス座像（正面から）

［
三
中
新
聞
］

久
留
米
市
立
第
三
中
学
校
（
現
・
櫛く

し
は
ら原

中
学
校
）
で
、
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）

６
月
20
日
に
発
刊
さ
れ
た
学
校
新
聞
の
創

刊
号
で
す
。

寄
贈
者
の
亡
き
父
・
近
藤
重
信
氏
は
、

文
芸
部
に
属
し
、
三
中
新
聞
の
編
集
部
長

を
務
め
ま
し
た
。
新
聞
は
学
校
長
の
訓
辞

「
學が

く
と徒

と
し
て
の
心
構
え
」、
生
徒
会
長
の

寄
稿
文
「
發は

っ
か
ん刊

に
際
し
て
」、「
三
中
七
不

思
議
」
や
、
校
内
で
の
甕か

め
か
ん棺

の
発
見
を
伝

え
る
「
合あ

い
が
め甕

發
見
さ
る
」、
ク
ラ
ブ
活
動

の
紹
介
、
修
学
旅
行
の
思
い
出
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
新
聞
か

ら
は
、
自
主
性
を
重
ん
じ
た
当
時
の
校
風

や
生
徒
の
気
質
な
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。

  

中
学
新
聞
は
学
校
生
活
を
映
す
鏡

  「
三
中
新
聞
つ
い
に
誕
生
」

三中新聞（発行人：小林直三郎）

牛肉問屋「近江屋商店」が発行した領収書
店は現在の東京都中央区日本橋にあった
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写
真
が
伝
え
る
田
主
丸
の

伝
統
行
事
・
虫
追
い
祭
り

［
田
主
丸
・
虫
追
い
祭
り
写
真
資
料
］

田
主
丸
町
に
１
０
０
年
以
上
続
く
行
徳

写
真
館
が
、
昭
和
戦
後
期
に
田
主
丸
・
虫

追
い
祭
り
を
撮
影
し
た
写
真
47
枚
と
ネ
ガ

シ
ー
ト
５
枚
（
24
コ
マ
）
で
す
。
写
真
を

見
比
べ
る
と
、
衣
装
や
家
並
み
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
複
数
年
に
わ
た
っ
て
撮
影
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

《
虫
追
い
祭
り
と
は
》

稲
作
の
収
穫
前
、
松た

い
ま
つ明

を
灯
し
て
鐘
太

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
害
虫
を
退
治
し
て
豊

作
を
祈
願
す
る
行
事
で
す
。
田
主
丸
地
方

で
は
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
、
約
３
０
０

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

《
田
主
丸
・
虫
追
い
祭
り
》

武
者
人
形
手て
づ
か塚

太た
ろ
う郎

光み
つ
も
り盛

と
斎さ

い
と
う藤

別べ
っ
と
う当

実さ
ね
も
り盛
、
竹
と
藁わ

ら

で
作
っ
た
馬
が
登
場
す
る

の
が
特
徴
で
、
昼
と
夜
の
部
が
あ
り
ま
す
。

昼
の
部
（
上
段
写
真
）
で
は
、
一
行
が
鉦

し
ょ
う

や
太
鼓
の
囃は

や
し子

に
合
わ
せ
て
町
を
練
り
歩

き
、
武
者
人
形
を
一
体
10
人
ほ
ど
で
躍
ら

せ
な
が
ら
合
戦
を
行
い
ま
す
。

夜
の
部
（
下
段
写
真
）
で
は
、
舞
台
を

巨こ

せ瀬
川が

わ
に
移
し
、
武
者
人
形
を
競
り
合
わ

せ
る
合
戦
で
祭
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

迎
え
ま
す
。
馬
も
30
数
名
の
若
者
に
担
が

れ
て
川
に
入
り
ま
す
。
若
者
た
ち
と
、
人

形
に
近
づ
こ
う
と
す
る
馬
が
立
て
る
水
し

ぶ
き
が
、
祭
り
の
臨
場
感
を
伝
え
ま
す
。

  

本
資
料
群
は
行
事
の
一
連
の
流
れ
を
収
め

て
お
り
、
記
録
写
真
と
し
て
貴
重
で
す
。

昼の部。商店街で、源平合戦を再現した武者 2 体の合戦が
繰り広げられる

夜の部。道路に詰めかけた観客に見守られ、合戦が続けられる
武者人形は高さ 3 ｍ、馬は高さ 3 ｍ・長さ 5 ｍに及ぶ

今
も
残
る
河
童
伝
説

川
太
郎
の
手

［
川
太
郎
の
手
］

本
資
料
は
、
草
野
町
に
伝
来
し
た
「
川

太
郎
の
手
」
と
さ
れ
る
手
骨
標
本
で
す
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
河か

っ
ぱ童
の
手
」
と

伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
に
多
く

残
る
河
童
伝
説
に
関
わ
る
資
料
で
す
。
縦

６・７
㎝
、横
４・５
㎝
で
、箱
の
底
に
は
、

「
川
太
郎
之
右
手

此こ
れ

ヲ
処し

ょ
じ持

す
る
人
愛

敬
多

呪じ
ゅ
り
ょ
く力ヲ

得
る

天
保
四
年
二
月
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
河
童
の
手
は
愛
敬
と

呪
力
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
川
太
郎
の
手
」
は
鑑
定

の
結
果
、
カ
ワ
ウ
ソ
の
手
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。

伝説の河童　川太郎の手

幼
少
よ
り
馬
を
描
い
た
坂さ

か
も
と本

繁は
ん
じ
ろ
う

二
郎

晩
年
に
制
作
し
た
版
画
に
も

［
坂
本
繁
二
郎
版
画
「
馬
」］

久
留
米
出
身
の
近
代
洋
画
家
・
坂
本
繁

二
郎
（
１
８
８
２
～
１
９
６
９
）
は
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
油
彩
画
、
水
彩

画
を
描
く
と
と
も
に
、
版
画
の
制
作
も
行

い
ま
し
た
。
本
作
は
繁
二
郎
の
晩
年
、
昭

和
42
年
（
１
９
６
７
）
に
加
藤
版
画
よ
り

発
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

繁
二
郎
は
、
子
供
の
時
か
ら
馬
が
好
き

で
、
画が

せ
ん箋
紙し

に
馬
の
絵
を
描
い
て
い
た
と

語
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
八や

め女
に
転

居
す
る
頃
か
ら
、
馬
の
絵
に
没
頭
し
て
い

き
、
九
州
各
地
の
放
牧
場
や
馬
市
へ
出
か

け
、
気
に
入
る
馬
を
探
し
て
ス
ケ
ッ
チ
し

ま
し
た
。

坂本繁二郎版画「馬」（部分）
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新収蔵資料一覧

12
・
９

12
・
９

12
・
９

12
・
９

12
・
９

11
・
12

11
・
12

11
・
12

10
・
31

９
・
９

８
・
26

８
・
13

６
・
24

６
・
13

５
・
23

４
・
16

４
・
16

３
・
29

３
・
29

３
・
26

３
・
26

３
・
26

３
・
26

３
・
26

日
付

安
元
家
資
料

重
松
家
資
料

籃
胎
漆
器
灰
皿
（
引
出
し
付
）

筌
及
び
竹
簀

近
現
代
の
市
民
生
活
に
関
す
る
資
料

CHIKUGO RIVER RAM
PAGE

謄
写
版
及
び
手
廻
計
算
器

河
北
家
資
料
（
第
６
次
）

坂
田
家
資
料

伊
福
家
資
料
（
第
３
次
）

東
櫛
原
町
東
部
自
治
会
関
係
文
書

三
潴
縣
賞
状

草
野
家
資
料

脇
差
及
び
川
太
郎
の
手

田
主
丸
・
虫
追
い
祭
り
写
真
資
料

西
健
一
郎
氏
収
集
資
料
（
第
７
次
）

薬
師
如
来
立
像

久
留
米
藩
軍
艦
千せ
ん
ざ
い
ま
る

歳
丸
写
真・ポ
ス
タ
ー
「
本
場
久
留
米
絣
」

三
中
新
聞

上
野
健
三
郎
家
資
料
（
第
10
次
）

筑
後
川
水
吐
新
川
見
積
絵
図

エ
ビ
ス
座
像

坂
本
繫
二
郎
版
画
「
馬
」

荒
巻
家
資
料

　
　
　
資

料

名

207 222 1 2 61 1 2 61 32 77 2 1 12 2 71 194 1 3 1 13 1 1 1 5 点
数

安
元

真
洋

上
野

幸
子

匿
名

永
松

敦

匿
名

村
田

泰
英

寺
﨑

眞

河
北

宣
正

坂
田

真
知
子

伊
福

雅

山
田

美
治

江
島

和
男

草
野

潔

匿
名

行
徳

肇
晃

西

健
一
郎

小
犬
塚
南
組
薬
師
講
中

今
井
書
店

匿
名

上
野

健
三
郎

緒
方

正
明

匿
名

匿
名

荒
巻

茂
雄

氏

名

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

購
入

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

区
分

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で

販
促
効
果
を
た
か
め
る

［
ポ
ス
タ
ー
「
本
場
久
留
米
絣
」］

昭
和
戦
前
期
に
久
留
米
絣
同
業
組
合
が

発
行
し
た
ポ
ス
タ
ー
２
点
で
す
。
令
和
５

年
度
の
久
留
米
市
文
化
財
収
蔵
資
料
審
議

会
に
よ
り
本
市
の
収
蔵
資
料
に
ふ
さ
わ
し

い
と
の
答
申
が
出
さ
れ
、購
入
し
ま
し
た
。

久
留
米
絣
を
着
用
し
た
女
性
が
描
か

れ
、「
洗
っ
て
良
く
な
る
」、「
衣
服
の
経
済
、

実
用
第
一
」
な
ど
、
そ
の
実
用
性
を
謳う

た
う

文
句
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
絣
文
様
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
に
加
え
、
短

く
カ
ー
ル
さ
せ
た
洋
髪
や
レ
ー
ス
が
あ
し

ら
わ
れ
た
襦じ
ゅ
ば
ん袢

な
ど
の
着
こ
な
し
の
工
夫

も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

特
に
左
写
真
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
精
版

印
刷
株
式
会
社
」
と
印
刷
会
社
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
社
は
日
本
精
版
印
刷
合

資
会
社
と
し
て
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

創
業
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
精
版

印
刷
株
式
会
社
に
改
名
、
同
19
年
ま
で
操

業
し
ま
し
た
。
ま
た
、
久
留
米
絣
同
業
組

合
は
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
結
成
さ

れ
、
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
の
組
織
改

編
に
よ
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
昭
和
７
～
９
年
の
間
に
作
成

さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
と
推
定
で
き
ま

す
。い

ず
れ
も
令
和
６
年
度
特
別
展
「
藍
よ

り
出
で
て
」（
久
留
米
市
美
術
館
１
階
）

に
お
い
て
初
公
開
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
）

上段左「衣服の経済、実用第一」
同右「洗って良くなる」
下段印行名「精版印刷株式会社製版印刷」
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六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

時
代
も
内
容
も
さ
ま
ざ
ま

新
た
な
資
料
を
毎
月
初
公
開

月 テーマ

４ 郷土歌壇の牽引者・船曳鐵門、
晩春・初夏を詠む

５ 米国統治下の沖縄へ
～身分証明書と琉球郵便切手～

６ 「三中新聞ついに誕生」
～創刊号：昭和 25 年 6 月 20 日発行～

７ 馬の美しさを写しとる
～坂本繁二郎版画～

８ 久留米藩が誇る軍艦の姿を写す
～軍艦千歳丸写真～

９ 夜間中学の教師が手元に残した先人の思い出
～漢詩集～

10 明治時代の旧久留米藩士
～伊福家資料～

11 明治時代の旧久留米藩士
～伊福家資料～

12 子孫が書き残した調査記録
～権藤家資料～

1 善導寺町勿体島の市エビス

２ 所持すれば呪力を得る！？
川太郎（河童）の手

３ 歯車を回転させて加減乗除
～手廻計算器～

久
留
米
市
が
新
た
に
収
蔵
し
た
資
料
を

い
ち
早
く
公
開
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度

に
開
始
し
た
「
新
収
蔵
資
料
紹
介
コ
ー

ナ
ー
」。
令
和
６
年
度
も
多
く
の
資
料
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
月
ご
と
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
展
示
を
行
い
ま
し
た
（
左
表

の
と
お
り
）。
ま
た
、
令
和
４・５
年
度
の

新
収
蔵
資
料
の
う
ち
、
近
世
の
も
の
は
、

有
馬
記
念
館
で
も
公
開
し
ま
し
た
。

〒
830-

0031

久
留
米
市
六
ツ
門
町
３-

11

　
　
　
　

    

く
る
め
り
あ
六
ツ
門
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
４
２・２
７・９
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
４
２・２
７・７
２
８
１

令和６年度 新収蔵資料紹介 テーマ一覧

展示替えの予定については、随時、市ホームページでお知らせしています。

令
和
４・５
年
度
収
集
資
料

有
馬
記
念
館
で
も
初
公
開

令
和
６
年
10
月
19
日
（
土
）
か
ら
令
和

７
年
１
月
13
日
（
月
）
ま
で
、
有
馬
記
念

館
に
て
、
企
画
展
「
江
戸
時
代
の
人
々
と

く
ら
し
―
久
留
米
市
新
収
蔵
資
料
公
開

―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
４・
５
年

度
に
、
市
が
江
戸
時
代
の
歴
史
資
料
を
多

く
受
け
入
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
展
で
の

初
公
開
に
至
り
ま
し
た
。

展
示
で
は
、
久
留
米
藩
士
で
あ
る
伊い

ふ
く福

家
・
松ま

つ
ざ
き﨑
家
、
城
下
町
の
御ご

よ
う用
菓か

し子
司つ

か
さで

あ
る
松ま

つ
き木
家
、
田
主
丸
地
方
の
庄
屋
で
あ

る
権ご

ん
ど
う藤
家
の
資
料
を
通
し
て
、
江
戸
時
代

の
久
留
米
藩
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場

に
あ
っ
た
人
々
が
、
各
々
の
環
境
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
担
い
、
暮
ら
し
て
き
た
の

か
を
紹
介
し
ま
し
た
。

展
示
品
の
中
で
最
も
古
い
も
の
は
、
約

４
０
０
年
前
の
古
文
書
（
伊
福
家
資
料
）

で
し
た
。
現
在
で
も
こ
う
し
た
古
い
資

料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

時
代
を
超
え
て
人
々
の
事
績
を
辿
る
こ
と

松木家資料の一つ「御菓子仕立之傳」。和菓子の仕立て方を絵とともに記す

8 月展示の様子

が
で
き
る
の
は
、
資
料
が
大
切
に
残
さ
れ

て
き
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

松﨑家資料の展示風景
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南
北
朝
・
菊
池
一
族

イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
展

会
期
：
令
和
６
年
９
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
９
月
29
日
（
日
）

久
留
米
市
が
加
盟
す
る
南
北
朝
・
菊
池

一
族
歴
史
街
道
推
進
連
絡
協
議
会
の
啓
発

活
動
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
主

だ
っ
た
武
将
た
ち
の
イ
ラ
ス
ト
で
人
物
や

事
柄
を
解
説
、
菊
池
氏
３
代
や
本
市
ゆ
か

り
の
懐か

ね
な
が良
親し

ん
の
う王
の
自
立
式
大
型
パ
ネ
ル
も

登
場
し
ま
し
た
。

く
る
め
の
考
古
資
料
展

「
石
室
を
彩
る
原
始
絵
画
」

会
期
：
令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
11
月
24
日
（
日
）

筑
後
川
流
域
に
分
布
す
る
装
飾
古
墳
に

つ
い
て
、
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土
品
や
写

真
パ
ネ
ル
を
通
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

久
留
米
市
指
定
文
化
財
「
横よ

こ
は
ぎ矧
板い

た
び
ょ
う鋲

留ど
め
短た

ん
こ
う甲
」「
隈
山
２
号
墳
出
土
の
山く

ち
な
し
だ
ま

梔
玉
」

な
ど
の
実
物
を
展
示
公
開
す
る
と
と
も

に
、
令
和
６
年
10
月
11
日
付
け
で
国
指
定

史
跡
「
田
主
丸
古
墳
群
」
に
追
加
指
定
さ

れ
た
ば
か
り
の
益ま

す
生お

だ田
古
墳
群
に
つ
い
て

発
掘
調
査
の
最
新
成
果
を
詳
し
く
解
説
し

ま
し
た
。

１
０
０
年
前
の
久
留
米
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

「
絵
葉
書
で
旅
す
る
近
代
久
留
米
」

会
期
：
令
和
６
年
７
月
13
日
（
土
）

～
９
月
８
日
（
日
）

明
治
時
代
後
期
か
ら
盛
ん
に
つ
く
ら
れ

た
絵
葉
書
に
は
、
記
念
絵
葉
書
や
名
所
絵

葉
書
な
ど
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

久
留
米
市
に
お
い
て
も
多
く
の
絵
葉
書
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
、
日
本
一

小
さ
な
市
と
し
て
誕
生
し
た
久
留
米
市

は
、
軍
隊
の
誘
致
、
地
場
産
業
の
育
成
な

ど
に
よ
っ
て
経
済
振
興
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
軍
関
係
施
設
を
は

じ
め
と
し
た
市
内
の
名
所
・
旧
跡
を
め
ぐ

る
観
光
客
が
増
え
、
そ
れ
ら
を
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介
し
た
観
光
地
図
や
絵

葉
書
な
ど
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
多
く
は
今
で
も
久
留
米
を
代

表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

本
展
で
は
、
久
留
米
市
が
所
蔵
す
る
絵

葉
書
の
中
か
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初

期
に
発
行
さ
れ
た
久
留
米
市
ゆ
か
り
の
絵

葉
書
約
２
５
０
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
絵
葉
書
に
採
用
さ
れ
た
19
地
点

の
現
在
の
様
子
を
、
比
較
で
き
る
よ
う
写

真
パ
ネ
ル
で
掲
示
し
ま
し
た
。

期
間
中
「
キ
ー
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
ク
イ
ズ

を
片
手
に
会
場
内
を
あ
ち
こ
ち
と
歩
き

回
っ
て
絵
葉
書
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
者
か
ら
は
、「
昔
の
久
留

米
の
建
築
物
な
ど
見
ら
れ
て
興
味
深
か
っ

た
」、「
絵
葉
書
で
町
の
歴
史
を
た
ど
る
企

画
が
と
て
も
良
い
」
な
ど
昔
の
久
留
米
に

思
い
を
馳は

せ
る
姿
や
、「
昔
の
久
留
米
と

今
の
久
留
米
の
様
子
を
比
べ
ら
れ
る
の
も

お
も
し
ろ
く
感
じ
ま
し
た
。（
中
略
）
今

回
見
た
絵
葉
書
の
こ
と
を
思
い
出
し
つ
つ

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」、「
ク
イ
ズ

が
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
じ
っ
く
り
絵
葉
書

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
来
場
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
楽
し
み
方
を
発
見
し
た
展
示
と
な
り
ま

し
た
。

高良山の名所を紹介する絵葉書の数々

絵葉書の内容と関連する資料や写真をパネルでも紹介した

会場正面からの様子
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　六ツ門図書館展示コーナーで、日常的に文化財の資
料に触れるようになって 5 年目の職員です（歴史を
学んだのは高校までです）。
　古い写真は撮影当時の様子を伝える貴重な資料…と
は知っていましたが、こちらに来てようやく、面白さ
の一端を知った思いでいます。
　例えば、右の写真。初めて目にしたときは、看板や
幟
のぼり

が目立つ人の往来が多い通りだなぁ（久留米にこん
な街並みがあったのか）が感想でした…。
　和装にも洋装にもカンカン帽が素敵と思いながら、
解説に目を向けると、この写真は「最盛期の三本松通
り」で昭和 7 年 (1932) に撮影された写真とのこと。「○
に万」の立て看板は、久留米に初めてできたデパート
で、昭和 5 年 (1930) 開業の「丸万マーケット」、その
奥に並ぶ街灯は『鈴

すずらんとう
蘭燈』で昭和天皇即位記念に設置

された、と知りました。
　そういった歴史的な背景を知った途端、写真の上を
滑っていた視線のピントが合ったように、当時、久留

米の人々がまだ珍しかった街灯の下、賑やかな通りに
できたマーケットに通う情景が、より現実味を帯びて
感じられ面白くなりました。今では、他にも古い写真
を前にすると、過去を語る詳細はないか？とすみずみ
まで見るようになりました。
　なお、この通りは現在、三本松公園の北側に 60 ｍ
程が残る静かな通りとなっています。

出典『カメラがとらえた久留米の 100 年 私の街私の時代』
※久留米市内の図書館で貸出しています

会
期
：
令
和
６
年
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
～
令
和
７
年
３
月
16
日
（
日
）

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
む
か
し
の
く
ら

し
展
」。
令
和
６
年
度
は
「
学
校
編
」
と

し
、
学
校
な
ら
で
は
の
行
事
を
紹
介
す
る

「
学
校
の
１
年
」、
思
い
出
深
い
学
校
生
活

を
振
り
返
る
「
学
校
の
１
日
」
の
二
つ
の

視
点
で
、
主
に
昭
和
30
年
代
か
ら
50
年
代

の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
学
校
の
１
年
」

運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
芸
会
で
使

わ
れ
た
楽
器
、
修
学
旅
行
の
手
引
き
、
卒

業
証
書
や
卒
業
文
集
な
ど
の
ほ
か
、
当
時

の
行
事
の
写
真
を
パ
ネ
ル
に
し
て
紹
介
し

ま
し
た
。

む
か
し
の
く
ら
し
展

学
校
編

「
学
校
の
１
日
」

展
示
コ
ー
ナ
ー
正
面
に
、
教
室
に
温
か

い
音
色
を
響
か
せ
て
い
た
足
踏
み
オ
ル
ガ

ン
を
据す

え
ま
し
た
。
そ
の
周
囲
に
は
、
木

製
の
机
・
椅
子
、
給
食
の
ア
ル
マ
イ
ト
食

器
、
駄
菓
子
屋
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
展
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
資
料
と
し
て
、

職
員
室
で
使
わ
れ
て
い
た
謄と

う
し
ゃ
ば
ん

写
版
（
ガ
リ

版
）
な
ど
の
道
具
も
展
示
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
自
ら
の
学
校
で
の
日
々
、

共
に
過
ご
し
た
友
人
や
恩
師
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
同
級
生

と
一
緒
に
鑑
賞
し
「
あ
の
頃
の
給
食
に
は

ご
飯
は
な
く
て
コ
ッ
ペ
パ
ン
だ
っ
た
。
懐

か
し
い
」
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た

り
、
偶
然
、
展
示
写
真
に
知
人
を
発
見
し

た
来
場
者
が
、
職
員
に
思
い
出
を
語
っ
た

り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

修学旅行の紹介コーナー
画面右の三角形のものは土産品のペナント

コーナー正面の足踏みオルガン
手前は児童たちが使った木製の机と椅子
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筑
後
川
中
流
域
は
江
戸
時
代
、
藍
染
め
に

使
用
す
る
「
藍
」
の
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

久
留
米
藩
の
藍
生
産
や
藍
染
め
は
、
初
代

藩
主
有あ

り
ま馬

豊と
よ
う
じ氏

の
入
国
以
来
、
藩
領
内
各
地

で
営
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
に
根
付
い
た
藍

染
め
の
文
化
は
、
江
戸
後
期
に
久
留
米
絣
と

い
う
高
品
質
な
染
織
工
芸
品
が
生
ま
れ
る
素

地
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

久
留
米
絣
は
、
綿
糸
を
素
材
と
し
、
緻
密

な
計
算
の
も
と
、
柄
に
な
る
部
分
を
糸
の
段

階
で
染
め
分
け
て
か
ら
織
り
上
げ
る
「
先
染

め
の
綿
織
物
」
で
す
。
数
多
く
の
工
程
を
経

て
高
度
な
技
術
で
制
作
さ
れ
、
そ
の
伝
統
的

な
技
術
は
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

展
示
会
で
は
、
現
在
は
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
筑
後
の
藍
に
関
す
る
資
料
、
井い

の
う
え上
伝で

ん

に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
久
留
米
絣
の
歴
史
、
伝

統
の
技
を
支
え
る
道
具
の
展
示
に
加
え
、
同

会
場
で
公
益
財
団
法
人
久
留
米
絣
技
術
保
存

会
の
重
要
無
形
文
化
財
久
留
米
絣
作
品
展

「
藍
と
白
」
も
開
催
さ
れ
、
明
治
時
代
か
ら

現
代
に
か
け
て
の
久
留
米
絣
作
品
の
展
示
、

卓
越
し
た
技
の
記
録
映
像
の
上
映
、
技
術
保

持
者
等
に
よ
る
機は

た
織お

り
の
実
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
更
に
、
美
術
館
２
階
で
開
催
さ
れ
た

様
々
な
藍
染
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
「
藍

の
も
の
が
た
り
」
と
あ
わ
せ
て
、
藍
染
め

の
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
期
間
中
は
ま
さ
に
「
藍
色
に
染
ま

る
久
留
米
の
秋
」
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の

96
％
の
方
が「
満
足
」「
や
や
満
足
」で
あ
っ

た
と
回
答
が
あ
り
、
改
め
て
久
留
米
絣
を

は
じ
め
と
し
た
藍
染
め
の
魅
力
の
大
き
さ

を
感
じ
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

●
来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

「
絣
の
魅
力
を
良
く
知
れ
た
」

「
久
留
米
だ
か
ら
こ
そ
の
展
示
。
と
て
も

美
し
く
丁
寧
な
展
示
に
感
動
」

機織りの実演に見入る来場者
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守
り
、
伝
え
る

巻か
ん
す子

装そ
う

の
書
状
を
修
理

紙
の
折
れ
を
防
ぐ
技
術
が
光
る

一本ずつ折り伏せを入れている様子
紙の裏からライトを当てて補修箇所を確認する

令
和
５
年
度
、
巻
物
状
に
仕
立
て
ら
れ

た
巻
子
装
の
書
状
の
修
理
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
巻
子
に
は
、
幕
末
に
活
躍
し
た

久
留
米
藩
士
・
松ま

つ
ざ
き﨑

誠せ
い
ぞ
う蔵

や
今い

ま
い井

栄さ
か
えら

に

よ
る
書
状
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

様
の
書
状
類
を
収
め
た
巻
子
は
５
巻
あ

り
、
今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
修
理
し

ま
し
た
。

巻
子
は
全
長
が
７
ｍ
以
上
で
、
10
通
24

紙
か
ら
成
り
ま
す
。
修
理
前
は
、
紙
の
継

ぎ
目
が
外
れ
て
い
る
箇
所
が
多
か
っ
た
た

め
、保
存
活
用
に
適
さ
な
い
状
態
で
し
た
。

ま
た
、
本
紙
を
補
強
す
る
裏
打
ち
紙
は
ほ

ぼ
外
れ
て
お
り
、
本
紙
の
折
れ
が
多
数
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

《
修
理
の
こ
こ
が
お
も
し
ろ
い
》

本
紙
の
順
序
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
並

べ
、
継
ぎ
直
し
た
後
に
、
継
い
だ
本
紙
全

体
に
裏
打
ち
を
行
い
ま
す
。
裏
打
ち
に

よ
っ
て
、本
紙
を
補
強
す
る
だ
け
で
な
く
、

折
れ
皺じ

わ
の
大
部
分
を
目
立
ち
に
く
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
糊
の
水
分

で
皺
が
伸
ば
さ
れ
る
た
め
で
す
。

折
れ
が
残
っ
て
い
る
箇
所
や
、
折
れ
が

発
生
し
そ
う
な
箇
所
に
は
、折お

り
伏ふ

せ（
補

強
紙
）
を
入
れ
ま
す
。
糊
を
溶
い
た
水
で

湿
ら
せ
た
和
紙
を
、
３
㎜
ほ
ど
の
細
さ
に

裂さ

い
て
、
該
当
箇
所
に
一
本
ず
つ
入
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
細
か
な
作
業
が
、
７
ｍ

分
地
道
に
行
わ
れ
ま
す
。

紙の継ぎ目が外れて本紙同士が分離していた

１
８
０
年
前
の
か
ら
く
り
人
形

点
検
し
て
技
術
守
る

久
留
米
市
で
は
、
江
戸
時
代
の
久
留

米
城
下
町
出
身
の
発
明
家
田た

な
か中

久ひ
さ
し
げ重

（
１
７
９
９
～
１
８
８
１
）
が
製
作
し
た

か
ら
く
り
人
形
２
体
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
弓ゆ

み
曳ひ

き
童
子
（
市
指
定
文
化
財
）
と

文
字
書
き
人
形
で
す
。

い
ず
れ
も
製
作
か
ら
約
１
８
０
年
が
経

過
し
、
今
後
も
保
存
活
用
し
て
い
く
た
め

に
は
、
年
に
１
回
、
専
門
の
人
形
師
に
よ

る
点
検
と
調
整
が
必
要
で
す
。
人
形
の
緻

密
な
内
部
構
造
を
取
り
扱
う
、
繊
細
な
作

業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

《
弓
曳
き
童
子
》

右
手
親
指
、
右
腕
、
首
の
動
作
や
、
糸

の
強
度
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
右
手
親
指

は
、
爪つ
ま
楊よ

う
じ枝
ほ
ど
の
細
さ
の
矢
を
確
実
に

つ
か
め
る
よ
う
、動
作
の
調
整
を
し
ま
す
。

糸
は
、
人
形
が
座
る
台
下
に
あ
る
歯
車
と

連
動
す
る
こ
と
で
、
滑
ら
か
で
繊
細
な
動

き
を
生
み
ま
す
。
糸
の
一
部
が
緩
ん
だ
り

張
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
人
形
が
正
常
に

動
か
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
糸
の

確
認
は
重
要
な
点
検
項
目
で
す
。

《
文
字
書
き
人
形
》

文
字
を
書
く
右
手
の
取
り
付
け
部
分

と
、
人
形
が
書
い
た
書
体
の
確
認
を
行
い

ま
す
。
書
体
に
ず
れ
が
あ
る
場
合
は
、
歯

車
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
引
き
紐
や
、
錘

お
も
り

の
糸
を
調
整
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
隣
り

合
う
糸
が
絡
ま
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

す
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
右
手
の
動
き
が

微
調
整
さ
れ
、
き
れ
い
な
文
字
が
書
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

衣服の下に隠れた糸の緩み具合を確認する
木製の部品には「ハ」「ニ」「ホ」と文字が振ってある

錘を下に引きながら糸を調整していく
錘と連動する歯車がいくつも据えられている
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活
か
し
、
伝
え
る

江
戸
時
代
の
久
留
米
知
る
講
座

収
蔵
資
料
で
説
得
性
増
す

文
化
財
保
護
課
で
は
、「
私
の
ま
ち
の

歴
史
と
文
化
財
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
出
前

講
座
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。講
座
で
は
、

市
の
収
蔵
資
料
の
実
物
を
見
て
も
ら
っ
た

り
、
説
明
の
根
拠
と
し
て
資
料
画
像
を

使
っ
た
り
し
ま
す
。

令
和
６
年
10
月
31
日
、「
久
留
米
藩
と

櫨は
ぜ
」
と
題
し
て
、
江
戸
時
代
の
久
留
米
藩

の
経
済
事
情
を
、
藩
の
商
品
作
物
で
あ
っ

た
櫨
を
中
心
に
紹
介
す
る
出
前
講
座
を
行

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
、
久
留
米
藩

は
、
米
以
外
の
収
入
源
を
確
保
す
る
た
め

に
、
櫨
や
藍
と
い
っ
た
商
品
作
物
の
栽
培

「久留米」「秋月」などの宿場町の地名には朱線が引かれている

を
奨
励
し
ま
し
た
。
櫨
の
植
え
立
て
や
、

櫨
の
実
の
流
通
に
よ
る
収
益
を
説
明
す
る

際
、
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
、
弥や

永な
が

家
資
料
で
す
。

弥
永
家
資
料
は
、
江
戸
時
代
に
山
本
郡

西に
し
い
ず
み泉
村
（
現
・
山
本
町
耳み

の
う納
）
の
庄
屋

職
を
勤
め
た
弥
永
家
に
伝
来
し
た
古
文
書

群
で
、
藩
の
農
政
に
関
す
る
記
述
が
多
く

あ
り
ま
す
。
宝
暦
３
年
（
１
７
５
３
）
の

「
空あ

き

地ち

櫨は
ぜ

植う
え
た
て立
帳ち

ょ
う」
に
は
、
誰
が
何
本
櫨

を
植
え
た
の
か
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
覚お

ぼ
え
が
き書で

は
、
山や

ま
も
と本

久き
ゅ
う
べ兵

衛え

と
い
う
人
物
が
、
山
本
郡
泉
村
の
役
人
に

宛
て
て
、
櫨
の
実
の
売
却
で
得
た
５
年
分

の
代
金
を
納
入
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い

ま
す
。

受
講
者
は
、
資
料
か
ら
分
か
る
、
当
時

の
村
人
が
櫨
で
生
計
を
立
て
て
い
た
様
子

を
、
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　久留米市の収蔵資料「北
きたちく

筑雑
ざっこう

藁」が、朝倉市秋月博
物館特別展「受け継がれし秋月藩～藩主の心得～」（会
期：令和６年 10 月 19 日～ 12 月 15 日）で展示され
ました。秋月藩は、黒

く ろ だ
田長

ながまさ
政の三男長

ながおき
興が福岡藩から

所領を分与されて成立しました。展示では、秋月黒田
家の足跡を辿るとともに、特集として、参勤交代で使
われた秋月街道や、秋月藩の治水遺構が紹介されまし
た。
　北筑雑藁（真

ま な べ
名部 仲

ちゅうあん
庵 著、延宝３年（1675））は、

秋月街道の特集部分で展示されました。本資料は、漢
文体で書かれた久留米藩の地誌で、後半には、秋月街
道の宿場町に関する記述があります。展示箇所からは、
久留米藩が参勤交代の際に「筑前國秋月」を含む８つ
の宿場町（八町）を経て大

だ い り
里（現・北九州市門司区）

へ向かう道を使用していたことが分かります。
　秋月博物館学芸員の平田詩織さんは、その記述に関

して、「久留米から大里に向かう道「八
はっちょうごえ

丁越（＝秋月
街道）」について、各宿場までの距離や、八丁越と呼
ばれた由来が記されており、秋月街道がどのような道
だったかを観覧者にイメージしてもらいやすい。」と
話しました。
　秋月街道は、江戸時代前期に長崎街道（資料中では

「冷
ひやみず

水越
ごえ

」）が整備された後は、参勤交代では利用され
なくなります。北筑雑藁は、諸藩が利用した秋月街道
の実態を今に伝える重要な資料です。

久留米藩参勤交代の記録
秋月博物館で街道の実態示す

出前講座の資料の一部
「空地櫨植立帳」の表紙と見開き部分

櫨代銀の覚書
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令
和
６
年
度
も
、市
民
の
皆
様
よ
り
、

多
く
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

資
料
を
整
理
し
て
い
る
と
、
１
０
０

～
２
０
０
年
前
の
も
の
が
残
っ
て
い
る

こ
と
に
感
慨
深
く
な
り
ま
す
。
久
留
米

市
内
に
は
、
ま
だ
古
い
も
の
が
い
ろ
い

ろ
眠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
ま
す
。

ご
自
宅
な
ど
の
整
理
で
出
て
き
た
も

の
で
、
今
後
の
保
管
に
つ
い
て
迷
っ
た

際
は
一
度
、
文
化
財
保
護
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
の
流
れ
は
、
左
記

QR
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。『収蔵館ニュース』第 21 号
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１
５
０
年
以
上
前
に
描
か
れ
た

筑
後
川
の
治
水
計
画

地
元
・
北
野
町
で
初
公
開

◆ トピックス ◆

【
編
集
後
記
】

こ
の
初
公
開
展
示
は
、
貴
重
な
絵
図
が
残
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
い
ち
早
く
地
元
の
方
々
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
洪
水
の
多
い
梅
雨
時
期
を

前
に
筑
後
川
の
水
害
と
治
水
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
も
ら
え
れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら
企
画
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
久
留
米
市
流
域
治
水
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
も
連
携
し
て
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
や
雨
水
貯

留
施
設
の
周
知
も
図
り
ま
し
た
。

開
催
の
前
に
は
、
西
日
本
新
聞
（
５
月
11
日
）

や
読
売
新
聞
（
５
月
18
日
）
に
紹
介
さ
れ
、
当
日

に
は
、
朝
か
ら
Ｋ
Ｂ
Ｃ
九
州
朝
日
放
送
の
取
材
カ

メ
ラ
が
入
り
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
の
総
数
は
２
１
５
名
で
し

た
。

「収蔵館ニュース」前号（第 20 号）はこちらからご覧いただけます。
久留米市ホームページ ➡ https://www.city.kurume.fukuoka.jp ＞ 観光魅力・イベント ＞ 文化財・歴史 ＞ 刊行物の案内 ＞【配布物】収蔵館ニュース

筑
後
川
は
、
長
さ
が
約
１
４
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
九
州
で
１
番
長
い
川
で
す
。
流
域
面
積
も
九

州
で
１
番
大
き
く
、
多
く
の
人
々
が
筑
後
川
の
水

を
使
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
洪
水
や
水

害
が
多
く
、
２
年
に
１
度
は
堤
防
が
決
壊
す
る
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
１
５
７
３
～
１
８
７
６
年
の

２
９
４
年
間
に
は
、
１
６
６
回
の
水
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
筑
後
川
は
関
東

の
利
根
川
、
四
国
の
吉
野
川
と
と
も
に
、
日
本
三

大
暴
れ
川
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

筑
後
川
の
治
水
は
、
江
戸
時
代
初
め
頃
か
ら
、

領
主
の
主
導
で
大
規
模
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
水
害

に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
地
域
か
ら
、
増
水
し
た
筑
後

川
の
水
を
流
す
た
め
の
新
川
（
新
し
い
水
路
）
を

つ
く
る
構
想
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。
明
治
時
代
に

か
け
て
、
複
数
の
新
川
計
画
が
作
ら
れ
た
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
計
画
書
そ
の
も
の
は
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

令
和
６
年
３
月
、
そ
の
計
画
書
の
一
つ
で
あ

る
絵
図
が
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
今
か
ら

１
５
０
年
以
上
前
に
作
成
さ
れ
、
北
野
町
の
旧
家

に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
す
（
２
ぺ
ー
ジ
参
照
）。

こ
れ
を
受
け
て
、
５
月
19
日
（
日
）、
コ
ス
モ
す

ま
い
る
北
野
を
会
場
に
「
新
収
蔵
資
料
〈
筑
後
川

水み
ず
は
き吐
新し
ん
か
わ川
見
積
絵
図
〉初
公
開
」を
開
催
し
ま
し
た
。

計
画
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
「
筑
後
川
水
吐
新
川

見
積
絵
図
」
で
す
が
、
新
川
開
削
計
画
地
と
工
事

に
か
か
る
人
員
や
金
額
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
「
新
川
の
幅
や
深
さ
は
？
」

　
　
「
工
事
費
を
い
ま
の
お
金
に
換
算
す
る
と
？
」

　
　
「
い
ま
同
規
模
の
工
事
を
す
る
と
し
た
ら
…
」

　
　
「
完
成
し
て
い
た
ら
、
自
宅
の
す
ぐ
近
く
に
新

　
　
　
川
が
流
れ
て
い
た
か
も
…
」

　
　
「
ど
の
く
ら
い
の
治
水
効
果
だ
ろ
う
か
」

そ
れ
ぞ
れ
に
絵
図
を
読
み
解
い
て
い
く
来
場
者

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
「
も
し
計
画
が
実
行
さ
れ
て
い

た
ら
」
と
い
う
点
に
、
多
く
の
関
心
が
集
ま
っ
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

終
盤
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
た
ま
た
ま
居
合

わ
せ
た
来
場
者
同
士
が
、
絵
図
を
囲
ん
で
互
い
の

記
憶
や
知
識
、
経
験
を
語
り
、
意
見
を
交
換
す
る
、

座
談
会
の
よ
う
な
時
間
が
訪
れ
ま
し
た
。

流
域
に
暮
ら
し
て
き
た
方
は
、
先
祖
代
々
語
り

継
が
れ
て
き
た
筑
後
川
の
歴
史
を
。
ま
た
、
上
流
・

下
流
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
か
ら
見
て
き
た
筑
後
川
の

景
観
と
そ
の
移
り
変
わ
り
を
。
今
ま
さ
に
治
水
事

業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
は
、
治
水
の
考
え
方
に
つ

い
て
現
在
と
の
比
較
を
。
公
開
時
間
の
終
了
を
迎

え
る
ま
で
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
場
の
皆
様
に
は
、
絵
図
を
捉
え
る
多
様
な
視

点
、
歴
史
資
料
だ
け
で
は
知
り
得
な
い
筑
後
川
の

歴
史
な
ど
多
く
の
示
唆
を
受
け
、
企
画
者
と
し
て

望
外
の
喜
び
で
す
。




